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１.いちき串木野市の今とこれから

1-1 市の現状

全国平均を上回るペースで少子化高齢化が進行

しています。

2

年齢3区分別人口の推移 資料：「国勢調査」（総務省）、「地域別将来推計人口」（国立社会保障・人口問題研究所）
※2020年からは、社人研による推計値を採用

生産年齢人口1人で老年
人口1人を支えることに
なる。

2060年には総人口の
約45％が老年人口とな
ると予測。



１.いちき串木野市の今とこれから

1-1 市の現状

従業者数と事業所数がともに減少しています。

出典：いちき串木野市「いちき串木野市人口ビジョン（改訂版） 」（令和3年3月（令和５年５月改訂））※グラフ・表は再作成
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事業所数は1981年をピーク
に、約650事業所（ピーク時
の約33％）が減少。

従業者数は1996年をピーク
に、約3,000人（ピーク時の
約21％）が減少。



本市では、エネルギーと産業振興を組み合わせた

「環境維新のまちづくり」を推進しています。

薩州自然エネルギー工業団地事業

いちき串木野市西薩中核工業団地を
フィールドとして「日本一環境負荷の
少ない工業団地」の実現に向けた取組
みを実施しています。

いちき串木野電力の設立

出典：合同会社さつま自然エネルギーホームページ

市･地元企業･地元金融機関が設立し
た地域電力会社。市内食品加工工場の
屋根に設置した太陽光発電からの電気
を販売しエネルギーの地産地消及び地
域雇用等に貢献しています。

出典：株式会社いちき串木野電力ホームページ

工業団地内に計2メガ
（一般家庭約500軒分）
の太陽光発電を設置

１.いちき串木野市の今とこれから

1-1 市の現状
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人口減少対策と地方創生のための、

再エネに関する取組を推進します。

市の産業振興や地域活性化に
実効性の高い26事業を策定

いちき串木野市総合戦略2021
第２期いちき串木野市 まち・ひと・しごと創生総合戦略

（令和３年3月（令和５年５月改訂））

地産地消エネルギー導入促進事業

間伐材を活用した木質バイオマス発電
の促進

風力（陸上・洋上）発電事業の促進

木質バイオマス発電や風力発電に関連
した産業の創出

再生可能エネルギー導入促進による
地域振興（環境維新のまちづくり）

総合戦略の体系図
出典：いちき串木野市「第２期いちき串木野市 まち・ひと・しごと創生総合戦略」（令和3年3月（令和５年５月改訂））

１.いちき串木野市の今とこれから

1-2 市のこれから
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２.洋上風力発電とは

2-1 洋上風力発電が注目される背景

日本は、洋上風力発電の高いポテンシャルを
有しています。

6

❶ 我が国のポテンシャル

出典：NEDO NeoWins「日本の洋上風況マップ」

日本の洋上風況

風況の良い所
（黄や赤、ピン
ク）が多い

出典：公益財団法人自然エネルギー財団ホームページ

国内電力需要に対する各国における

洋上風力発電ポテンシャルの比率

*グリーンランドと海外領土除く **アラスカ州とハワイ州除く

現在の日本の消費電力量を大
幅にまかなうことができるほ
どの豊かな発電ポテンシャル



洋上風力発電は再エネの切り札として、国のグリーン

成長戦略の重要分野の1つに位置づけられています。

２.洋上風力発電とは

2-1 洋上風力発電が注目される背景
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❷ 国の政策の方向性

グリーン成長戦略における14の重点分野

出典：資源エネルギー庁「グリーン成長戦略（概要）」

クリーンエネルギー戦略 中間整理（2022.5）

2050年脱炭素社会の実現に向けた技術戦略と産業戦略。
脱炭素化を進める企業の技術革新を後押しし、環境と経済
の好循環を狙う。

写真：内閣府ホームページ

導入目標 2030年までに1,000万kW、2040年までに3,000万kW～4,500万kW



洋上風力発電について、海域利用のルール整備など
を定めた「再エネ海域利用法」が施行されました。

２.洋上風力発電とは

2-1 洋上風力発電が注目される背景
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❷ 国の政策の方向性

占用に関する統一的
なルールがない

先行利用者との調整
の枠組みが不明確

コストが高い

洋
上
風
力
発
電
の
導
入

及
び
計
画
が
進
行

法律施行前

国が洋上風力発電事業の「促進区
域」を指定。公募を行って事業者を選
定、長期占用を可能とする制度創設。

関係者間の協議の場である協議会を
設置。
区域指定の際、関係省庁とも協議。

価格等により事業者を公募・選定。

法律施行（2019.4～）

再エネ海域利用法の創設により実現



洋上風力発電には、地域への３つの経済効果が期待

されています。

洋上風車が並ぶ光景を地域の新たな景観資源として活用することで、

観光客・視察者を呼び込み、観光振興に貢献

発電設備の部品点数が多く（数万点）、関連産業への波及効果

建設工事などでの地元企業の活用や関連企業の誘致など

洋上という特殊な環境の中、安全かつ安定した発電事業を行うため

のメンテナンスにかかわる企業の誘致・起業

発電設備の建設による経済効果

メンテナンスによる経済効果

景観資源としての経済効果

２.洋上風力発電とは

2-1 洋上風力発電が注目される背景
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❸ 洋上風力発電に伴う効果



★

北九州港

★ 鹿島港

★基地港湾

★
★
能代港

秋田港

★新潟港

再エネ海域利用法に基づき10地域が促進区域に指定、

うち7地域が事業者選定済です。
（2024年2月現在）

出典：経済産業省資源エネルギー庁資料「再エネ海域利用法に基づく区域指定・事業者
公募の流れ及び案件形成状況（2023年10月27日閲覧）※一部加筆
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/yojo_f
uryoku/dl/saiene_kaiiki_gaiyou.pdf

促進区域・有望な区域・準備区域、基地港湾の状況

再エネ海域利用法に基づく
区域指定・事業者公募の流れ

再エネ海域利用法：
海洋再生可能エネルギー発電設備の整備に係る
海域の利用の促進に関する法律。一般海域で洋上
風力発電事業を実施するための、海域占用のルー
ルや先行利用者との調整の枠組みを定める。

２.洋上風力発電とは

2-2 洋上風力発電の現状と課題
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２.洋上風力発電とは

2-3 洋上風力発電の概要

洋上風力発電とは？

風車による発電を海の上で行う、

再生可能エネルギー（再エネ）の１つです。

陸上風力発電に比べて風況

がよく、輸送・設置における

制約が少ないため、設備の

大型化が可能です。

➡大量のエネルギーを

効率的に発電できます。

周囲を海に囲まれた日本で

大きなポテンシャル（可能

性・将来性）があります。

11

風車の構造



２.洋上風力発電とは

2-3 洋上風力発電の概要
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洋上風力発電には、

「着床式」と「浮体式」の2種類があります。

着床式

風車の支柱が海底まで到達し、下部構造や基礎で風車を

固定します。

比較的水深が浅い場合に適しています。

浮体式
風車自体が海洋に浮いて、係留により位置を保持します。

水深が深い場合に適しています。



「再エネ海域利用法」に基づき、漁業関係者の方々を含む協議会で

協議します。

「漁業に支障を及ぼさないことが見込まれる」海域を促進区域に
指定します。

洋上風力の安全性や影響に対し、法律等に基づく

徹底した協議やアセスメントの実施が必要です。

電気事業法や港湾法等に基づく技術基準に適合した風車を設置

します。

風圧、積雪、地震等（津波含む）、落雷、波力等への耐久性を確保し
ます。

騒音、動植物、景観等への影響について、発電事業者自らが環境ア

セスメントを実施し、その結果を公表して意見を受けてよりよい事
業計画を策定します。

漁

業

安
全
性

環

境

２.洋上風力発電とは

2-３ 洋上風力発電の概要
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３.いちき串木野市洋上風力発電に関する検討状況

3-1 調査の目的

市は、洋上風力発電が導入される場合の地域に与える

影響やメリット等を把握するための調査・研究を令和4
年度に行いました。

市では「環境維新のまちづくり」として再生可能エネルギーの導入促進を図っ
ています。
本市沖合を含む薩摩半島西部の海域において、複数の洋上風力発電計画が
公表されています。

背
景

目
的

地域関係者等と共同で調査研究を行い、漁業や環境面での配慮事項を整理し、
ゾーニングマップを作成することで、洋上風力発電に関する認識の共有化を
図ります。

ゾーニングマップ作成 関係者会議の開催 市民向けｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑの開催

3-1 令和4年度調査の目的
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3-2 令和4年度調査結果

３.いちき串木野市洋上風力発電に関する検討状況

① フォトモンタージュを用いた眺望景観の調査

3-2 令和4年度調査の結果

15

市内の主要な眺望点におけるフォトモンタージュを作成し、
洋上風力発電設備の配置を想定しました。

日中・中間パターン

夕方・中間パターン

図 戸崎鼻からの風景（フォトモンタージュ）

※ 風車の配置は仮の想定で、必ずしもこの海域に風車が設置される訳ではありません。
※ 風車の大きさは、ロータ直径（風車の回転する円の直径）193ｍ、ハブ高（風車の回転軸までの高さ）150ｍ。風車の羽根まで含めた最高点
246.5ｍで作成しました。



3-2 令和4年度調査結果

３.いちき串木野市洋上風力発電に関する検討状況

① フォトモンタージュを用いた眺望景観の調査

3-2 令和4年度調査の結果
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市内の主要な眺望点におけるフォトモンタージュを作成し、
洋上風力発電設備の配置を想定しました。

日中・中間パターン

夕方・中間パターン

図 長崎鼻公園からの風景（フォトモンタージュ）

※ 風車の配置は仮の想定で、必ずしもこの海域に風車が設置される訳ではありません。
※ 風車の大きさは、ロータ直径（風車の回転する円の直径）193ｍ、ハブ高（風車の回転軸までの高さ）150ｍ。風車の羽根まで含めた最高点
246.5ｍで作成しました。



3-2 令和4年度調査結果

３.いちき串木野市洋上風力発電に関する検討状況

② 洋上風力発電に関する本市への経済効果の推計

3-2 令和4年度調査の結果
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洋上風力発電事業が実現した場合の市内への経済波及効果
（生産額・雇用創出数）について、推計しました。

着
床
式

段階
経済波及効果（億円） 雇用創出効果（人）

現状シナリオ 産業創出
シナリオ

産業創出シナ
リオ（最大）

現状
シナリオ

産業創出
シナリオ

産業創出シナ
リオ（最大）

開発設計 0.01 0.01 0.01 0 0 0
建設 3 15 29 19 95 190
運転保守※1 17 84 167 295 1,474 2,948
撤去 2 8 15 26 131 262
合計※2 21 106 212 340 1,700 3,401

浮
体
式

段階
経済波及効果（億円） 雇用創出効果（人）

現状シナリオ 産業創出
シナリオ

産業創出シナ
リオ（最大）

現状
シナリオ

産業創出
シナリオ

産業創出シナ
リオ（最大）

開発設計 0.01 0.01 0.01 0 0 0

建設 1 5 10 10 49 99

運転保守※1 17 84 167 295 1,474 2,948

撤去 2 8 15 26 131 262

合計※2 19 96 193 331 1,655 3,309
※1 運転保守の経済波及効果・雇用創出効果は海域の占用期間30年間の総計です。
※2 端数処理のため、内訳と合計が一致しない場合があります。

最大 最大



3-2 令和4年度調査結果

３.いちき串木野市洋上風力発電に関する検討状況

法規制や技術的制約等、洋上風力発電の導入が極めて困難
な制約条件や環境・社会・経済面で関係者等との調整・配慮
が必要な事項を踏まえてゾーニングマップを作成しました。

③ ゾーニングマップの作成

一次
ゾーニング

二次
ゾーニング

ゾーニング
マップ

法的に認められない
エリア

風力発電事業が
技術的に厳しいエリア

環境的制約条件の
かかるエリア

経済的制約条件の
かかるエリア

社会的制約条件の
かかるエリア

関係者等における
追加的な意見・要望

「立地が困難なエリア」

として除外

「調整・配慮が必要なエリア」

を色分け

意見・要望の反映

計54項目の
地図情報を
整理

ゾーニング条件の該当項目数に
応じ3段階のランクで色分けし
て二次ゾーニングマップを整理

ゾーニング条件の該当項目数に
応じ3段階のランクで色分けし
て二次ゾーニングマップを整理

3-2 令和4年度調査の結果
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参考.第1回地区説明会の概要 19

開催地域 日時 参加人数 会場
串木野地域 令和5年11月19日（日）10:00～11:30 13名 いちき串木野市役所串木野庁舎

市来地域 令和5年11月19日（日）14:00～16:00 12名 市来地域公民館

湊町・湊地区 令和5年11月20日（月）19:00～20:00 23名 いちきアクアホール

荒川地区 令和5年11月24日（金）19:00～20:00 17名 荒川交流センター

• 2地域、2地区で開催し、計65名が参加しました。
＜第1回地区説明会の開催概要＞

質問 回答
発電した電気は誰が使うのか。
地産地消であれば市が発電したものを市
で優先して消費するということか。

市としては発電電力の一部をいちき串木野電力で買い取るような仕組みづ
くりを行い、再エネ地産地消として地域に還元したいと考えている。

発電事業者は倒産する場合もある。
責任はだれが取るのか。

国の評価基準において経営評価が入っており、20年事業を継続できるのか
も評価される。できるだけリスクを減らす方向で評価項目が設定されている。
(追補：「再エネ海域利用法」において事業者は経営破綻した場合に備え
た撤去方法の提示とそのための費用の確保が義務付けられている。)

本市沖合は台風がよく通る。台風に耐え
られる設備をつくることができるのか。
倒れた場合に誰の責任で撤去するのか
教えてほしい。

万が一破損するなどした場合は、事業者の責任において修理、撤去される。
（追補：現状公表されているすべての「促進区域公募占用指針」（令和6
年1月時点）において、発電設備が倒壊した場合は事業者が責任をもって
撤去を行う旨が記載されている。）

＜第1回地区説明会の主な意見＞



参考.第1回地区説明会の概要 20

• 地区説明会後のアンケート結果は以下のとおりです。

原発からの
脱却

原子力発電に依存しない社会をめざす市の現
状をふまえて、洋上風力に期待します。

原発にかわるクリーンエネルギーとして期待する。

地域振興へ
の貢献

市の活性化につながる事業なので期待しかあ
りません。
洋上風力発電を取り入れることによって、いち
き串木野市によい効果があるのであれば良い
事だと思います。各家庭の電気代が安くなれば
と思います。
前向きに進めてください。地域振興方策を前
向きに出し検討を。

環境影
響・社会
影響

環境への影響がどのようになるか不安です。

漁業者にとって不利な事がないか心配する所です。

災害の影
響

台風竜巻、津波が風力発電に当たり最大級の災
害を心配しています。
今後はメガ台風が発生すると予想されているが大
丈夫だろうか。

長期間
事業への
不安

未来の人たちの負の遺産にならないかが不安にな
りました。
洋上発電の20年後がどうなるのか。
人が減少していくのに、数十年後にそれに関連す
る人材が残っているのか不安だ。

＜主な期待事項＞＜主な不安事項＞

前向きに捉え

ている

14（24%）

やや前向きに

捉えている

15（26%）
どちらともいえない

11（19%）

やや後ろ向き

に捉えている

3（5%）

後ろ向きに

捉えている

7（12%）

無回答

8（14%）
◇市の「洋上風力発電事業」の印象

◇洋上風力に対する期待や不安（自由回答）

前向きな印象を抱く方が50％

後ろ向きな印象を抱く方が17％いました。


